
第1部 シンポジウム ～角膜手術の最新トレンドUpdate～
     PART① 角膜手術の最新動向

• 「大分大学における角膜移植の適応と術式の現状」  横山 勝彦先生(大分大)
• 「くまもと森都総合病院における角膜内皮移植の治療成績」

草野 雄貴(くまもと森都総合病院)

    
 PART② チャレンジ難症例

• 「治療に難渋したMooren潰瘍の1例」 日高 貴子先生（宮崎大)

• 「美容形成手術後の角膜上皮障害」  森重 直行先生（大島眼科病院）
•  「 ２度の角膜移植後にCMV角膜内皮炎を発症した１例」 宇辰賢祐先生（鹿児島大）

PART③ 重症例への手術治療アプローチ

• 「角膜上皮幹細胞疲弊症に対し、ネピック®︎移植を行った1例」 池田 舜太郎先生（久留米大)
• 「アカントアメーバ角膜炎に対する治療的角膜移植」  原田 一宏先生(福岡大)
• 「人工角膜（Boston Kpro）の術後長期成績」 外山 直樹先生（宮田眼科病院）
• 「佐賀大学における角結膜腫瘍手術成績」 中尾 功先生（佐賀大）

 
第2部 特別講演

「マイボーム腺機能不全と眼手術

Heads up surgeryおよび術中OCTの角膜移植への応用」

天野 史郎先生(お茶の水 井上眼科クリニック)

17:30

19：30

第7回 九州角膜フォーラム
日時：2023年10月28日(土) 17：30～20：30(予定)
場所：ホテルニューオータニ 博多 4階鶴の間
会費：1,000円

✓ 講演会終了後、情報交換会をご用意しております。

共催：九州角膜研究会 千寿製薬株式会社

座長：子島 良平先生（宮田眼科病院）

座長：森重 直行先生(大島眼科病院)

座長：門田 遊先生(久留米大)

座長：内尾 英一先生(福岡大)

  宮田 和典先生(宮田眼科病院)

~日本眼科学会生涯教育事業申請中(1.5単位)～



『マイボーム腺機能不全と眼手術
Heads up surgeryおよび術中OCTの角膜移植への応用』

お茶の水・井上眼科クリニック

院長 天野 史郎先生

今回は２つのトピックスについて講演させていただく。まずはマイボーム腺機能不
全（MGD）と眼手術について。50歳以上の日本人の30-60%程度がMGDであり、
MGDは多くの人々のquality of lifeを低下させる臨床的に重要な疾患である。白内
障手術や角膜移植後にMGDが発症・増悪し、術後視機能に影響することが報告さ
れている。術前後にマイボーム腺のケアをすることが、今後常識となると考えられる。
2つ目のトピックスとしてheads up surgeryおよび術中OCTの角膜移植への応用に
ついてお話しする。Heads up surgeryは低照度での手術が可能であり、また術者
にとっては楽な姿勢での手術が可能であり、患者にとっても術者にとっても優しい手
術である。術中OCTはとくに角膜内皮移植時に多くの情報を与えてくれる大変有用
なツールである。演者の経験をもとにこれらのトピックスについて講演させていただ
く。

特別講演

ご案内
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